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中国の社会学
孫 本 文　著  
・ 星 　 明　訳
〔抄　録〕
この翻訳は，アメリカの Social Forces に掲載された孫本文の Sociology  in China （1）


















目録である保存旧著選集的巻次和内容 （10）（1927 ～ 1948）（資料 3）および孫本文学術
年譜（資料 4）を付録とした。
中国には早くも 4000 年前には社会思想家がいた。さまざまなタイプの社会思想が周代の紀

























の主要な理論が中国に紹介された。たとえば，社会心理学派は F. H. ギディングズ，G. ル・ボン，
C. A. エルウッド，W. マクドウーガル，M. D. ヤング，そして G. W. オルポートの著作が，文
化学派は W. F. オグバーン，B. K. マリノフスキ，C. ウィッスラー，A. F. ラドクリフ = ブラウ
ンそして R. W. ファースのものが，人類学派は Letouneau，L. H. モーガン，L. W. ローウィ，E. 
A. ウェスターマークのものが，システム学派は F. テンニース，E. デュルケム，C. ブーグレ，
Binder，M. ギンスバークそして Deat のものが，進化論学派はスペンサー，モーガン，
Letouneau ，F. C. ミュラー = リアー，C.A. エルウッドそして Abel のものが，哲学学派は
Mackenzie，Urwic，そして L. T. ホブハウスのものが，社会病理学ないし社会問題学派は
Henry George，C. ロンブローソ，Binder，Fairchild，Blackmar，Gillin そして Thompson の
ものが取りあげられた。













学で，最初に社会学を教えた中国人教授である。清華大学では，1917 年に C. G. Dittmer 教授
によって社会学が講じられた。厦門大学が 1917 年に歴史社会学部を創設した。ほぼ同じころ，
燕京大学が社会学を教えはじめ，後に社会学・社会事業学部に発展した。J. S. Burgess 教授は




大学が 1 校あった。1947 年には，社会学部をもつ大学が 18，歴史・社会学部をもつ大学が 2，
社会行政学部をもつ大学が 1 校あった。これらの学部に加えて，他の学部でも社会学の教育を
重視する傾向があった。工学，農学，商業そして医学を除いて，他のすべての大学は，現在，












2 月に，学社の第 1 回の年会が上海で開催された （18）。1937 年に勃発した抗日戦争以前，第 6 回
の年会が南京，北京，あるいは上海で開催されてきた。抗戦中，1943 年春に重慶，昆明，成







10 年間にはじまった。清華大学の C. G. Dittmer は，1917 年に北京近郊の人びとの生活費を，S. 
A. Gamble と J. S. Burgess は 1918 年から 1919 年に北京の一般的な社会調査を，上海大学の D. 
H. Kulp は広東省の潮州の村の農村社会調査を，南京大学の J. L. Buck は 1923 年に安徽省の
蕪湖の農民家族を，C. B. Malone と J. B. Taylor は 1922 年に五つの省の 240 の村の農村状況






清華大学の李景漢（Frank Li）は，1927 年に『北平郊外之郷村家庭』（Rural Families in the 
Vicinity of Peiping）および 1933 年に『定県社会概況調査』（General Social Survey of Ting-
Hsien of Hopei Province）を出版した。これはこれまでに中国の農村地域について行なわれた































F. オグバーン，C. M. Case，W. D. Wallis そして M. J. ハースコヴィッツによって先導された
文化理論は，筆者の『社会学上之文化論』によって早くも 1927 年に紹介された。イギリスの B. マ








1946 年のかれによる K. マンハイムの訳書『知識社会学』で，S. C. ドッドやその他の人たちの












筆者は 1929 年に，純社会学的な 334 語の術語を選び，それらを中国語に翻訳する最初の取り
組みを行なった。3 年後に，国立編訳館が社会学の術語の翻訳と標準化のための，25 人の社会
学者を含くむ委員会を組織した。翻訳された術語の検討と再検討をとおして，委員会の作業の



































（4）  1921 年の留学から 1926 年の帰国までに，イリノイ大学（ここで修士号取得），コロンビア大学，ニュー
ヨーク大学（博士号取得），シカゴ大学で社会学および関連科目を学んだ。
（5）  1928 年 10 月 28 日，上海八仙橋青年会（現在の上海市黄浦区西藏南路 123 号，上海錦江都城青年
経典酒店）で成立会を開催。
（6）  1930 年 2 月 8 日，上海四川路青年会で成立会を開催。中央，金陵，燕京，清華，北大，厦門，滬江，
光華，復旦，大夏，協和の各大学の代表など 100 名が参加（「中国会学社成立会記」，1930，『社会



















（9）  孫本文の 1948 年の他の発表論文には約 15 編，著書には『当代中国社会学』1 冊がある（陳定閎，
1992，孫本文研究，『孫本文文集』（第 10 巻）の附録 2 に所収，社会科学文献出版社，pp.201~202。
（10）  1963 年 9 月，人知れず自らの著作集の出版を計画した時も，1949 年以前の自著を反面教材として
位置づけた。本訳稿の資料 2 および 3 を参照されたし。なお，著作集は『孫本文文集』（全 10 巻）
として，2012 年 5 月に，社会科学文献出版社から出版された。
（11）  孫本文のこの論文 Sociology in China が掲載された雑誌ソーシャル・フォースの 27 巻，3 号の発行
は 1949 年なので，「50 年足らず前」とは 1900 年前後である。孫本文はここで「…社会学は中国の
起源のものではなく，50 年足らず前にヨーロッパとアメリカから輸入された
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
」（傍点は星）として
いるが，実際は 1900 年代初期には日本からも社会学が輸入されたのである（訳者註の 21 を参照さ
れたし）。
（12）  H. スペンサー著，1873，The study of sociology, 厳復訳，1903, 群学肄言，上海文明翻訳局を指す。
なお，最近，中国で古典名著とした出版された同翻訳書のタイトルは『社会学研究』と改題されて









（17）  孫本文は 9 名と記しているが，1930 年 9 月の中国社会学社成立会記によれば，第 1 期の理事には
孫本文（中大），許仕廉（燕大），呉澤霖（大夏），楊開道（中大），銭振亜（滬大），呉景超（金大），
陶孟和の 7 名が理事に，應成一，王際昌，游嘉徳，胡鑑民，呉文藻の 5 名が理事候補に選ばれてい
る。また，各理事の互選によって，孫本文が正理事に，許仕廉が副理事に，呉景超が書記に，呉文
藻が会計に選ばれ，潘光旦，許仕廉，孫本文，呉景超，游嘉徳，應成一，呉文藻，呉澤霖，李剣華
の 9 名が編集委員に選ばれている（中国社会学社成立会記，1930 年 9 月，社会学刊，第 1 巻第 4 期，
東南社会学会，p.1）。
（18）  ここで 1930 年 2 月に開催されたとしているのは中国社会学社成立会であり，会場は上海四川路青
年会であって，実際には第 1 回の年会は 1930 年 12 月 29 日に南京の中央大学科学館致知堂での開
会式からはじまり，会務報告の後，29 日午後から 31 日の正午まで研究報告がなされている（中国
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（22）  中国社会学社の成立大会と第 1 回年会は，往々にして同じものと記述されているが，まったく別の
ものである。すなわち，成立大会は 1930 年 2 月 8，9 日の両日，上海四川路青年会で開催され（中
国社会学社成立会記，1930 年 9 月，社会学刊，第 1 巻第 4 期，東南社会学会，pp.1~2 を参照のこと），
そして第 1 回年会は 1930 年 12 月 12 月 29 日午前 9 時から 31 日正午まで，南京の中央大学で開催









































  1963 年 8 月　作者記　この時 73 歳






  出典：『孫本文文集』（第 10 巻，1949 年后専著，論文及其他），p. 174。
資料 3「保存旧著選集的巻次和内容」（1927 ～ 1948）
第一巻　　『社会学原理』（上）（1944 年増訂版）
第二巻　　『社会学原理』（下）（同上）



























  1963 年 9 月 2 日　孫本文記　73 歳
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この年から，『社会学叢書』を企画し，編集長としての出版を開始。そのなかには孫本文の著『社
会学的領域』，『社会的文化基礎』，『社会変遷』の 3 冊が含まれている。その他の 12 冊は孫本文が
国内の著名な社会学者を招聘して執筆をしてもらった。
この年発表した重要な論文には「サムナーの学説およびその社会学に対する貢献」（『社会学刊』，
第 1 巻第 1 期），「文化と優生学」（『社会学刊』，第 1 巻第 2 期），「再論文化と優生学」（『社会学刊』，
第 1 巻第 2 期），文化の伝播およびその選択作用」（『国立中央大学半月刊』，1 巻 1 期）などがある。
1930 年






第 4 期』），「人口問題中之文化要素」（『国立中央大学半月刊』，1 巻 14 期）などがある。
1931 年















2 月，上海で「中国社会学社」第 4 回年会に参加。
この年，代表作の『社会学原理』が「大学叢書」の一冊になり，商務印書館から出版される。前
後して，11 回再版された。
この年にはその他，「現代社会心理学の学派およびその最近の趨勢」（『東方雑誌』，32 巻 7 号）
などの論文がある。
1936 年
















この年，発表した重要な論文は「中国文化の世界での地位」（『政治季刊』，1 巻 2 期），「現代社







9 月から，中央大学師範学院院長を兼任，1944 年 2 月まで。また，一時師範学院附属沙校校長。













この年発表した重要な論文は「社会学体系大意」（『国立中央大学社会科学季刊』，1 巻 2 期），「社
会学の最近の趨勢」，「社会心理学の最近の趨勢」（『国立中央大学社会科学季刊』，2 巻 1 期），「社
会学と社会行政」（『社会建設』創刊号），「近時社会学上の一種の新理論―S 学説」（『東方雑誌』，








「中国社会学社」第 8 回年会に出席し，「国内 20 人の社会学者の社会学のいくつかの基本問題に
対する意見」，草稿「中国社会学の今後の取るべき道」を発表。三回目の学社の理事長に選ばれる。
著書『近代社会学発展史』が商務印書館から出版される。





「中国社会学社」第 9 回年会に出席し，論文「20 年来之普通社会学」を発表。
代表著作『当代中国社会学』が南京勝利出版社から出版される。
その他に，主編『現代社会科学趨勢』が商務印書館から出版される。別に「最近中国社会学発展
の趨勢」（『社会学刊』，第 6 巻），「社会建設の基本知識」（『社会建設』復刊 1 巻 1 期），「現代社会
学研究の範囲」（『学原』，2 巻 3 期）などの論文および社会調査報告がある。
1949 年

























2 月 21 日，病気のため南京で逝去，享年 88 歳。 











たい。また，2014 年度 1 年間の海外長期研修として，原資料にあたることのできる機会を与
えてくださった佛教大学および上海社会科学院のみなさんにこころから御礼申しあげます。
  （ほし　あきら　現代社会学科）
  2015 年 9 月 24 日受理
